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１．はじめに 

急激な都市化を経験したアジアの代表的な氾濫域である日本の

東京首都圏域（中川・綾瀬川流域及び鶴見川流域）とタイのバンコ

ク首都圏域及びチャオプラヤ川全流域において1980年代に策定さ

れた総合治水対策を検討し，都市化の時代を迎えたアジアの国々等

に資することを目的とする．検討に際しては工学的な立場と人文社

会科学的立場から行う．工学的な立場とは流域の発展予想・治水対

策の想定・治水対策の効果などである．また，人文社会科学的立場

とは，治水計画の社会的重要性・計画における行政組織の役割・都

市計画との関連性・資金調達・水管理組織，法制度などである． 

２．総合的治水対策の考え方 

総合的治水対策に共通する考え方は，いずれの治水計画において

も流域対策として，流域の持つ保水機能・遊水機能の特徴に着目し

て区分し，各区分ごとに可能な限り保水・遊水機能を保全し，河川

改修等の構造物対策を組み合わせて総合的な対策を実施するとい

うことである．図-1に本研究の対象領域の一つであるバンコク首都

圏域における総合治水対策の概要を示す． 

流域対策における地域区分については次の通りである．総合治水

対策における流域の整備計画は，流域の地域特性（保水機能・遊水

機能の特徴など）を充分考慮したものでなければならない．流域の

分類に当たっては，流域を，地形・地質や過去の浸水実績等の自然

特性と土地利用状況から，保水地域，遊水地域，低地地域の３地域

に区分する．中川・綾瀬川流域に関しては都市計画上の区分から，

低地地域をさらに市街化区域，市街化調整区域の２つに分類する．

中川・綾瀬川流域における地域区分の概念図を図-2に示す．それぞ

れの地域の特性に応じて，極力保水・遊水機能を保全し，かつ，浸

水被害を増大させる開発は抑制される． 

３．研究対象流域の概要 

３－１．中川・綾瀬川流域 

 中川・綾瀬川流域は首都圏の近郊にあり，地形的には荒川（西

側）・利根川（北側）・江戸川（東側）及び東京湾（南側）に囲まれ

た低平地緩流河川の流域である．流域面積は約1000平方キロメート

ルあり，その大半の区域は洪水の氾濫原である．経済の高度成長期

を通じて，東京のベッドタウンとして流域（氾濫原）が急激に都市

化した。中川・綾瀬川流域の都市化の様子を図-3，図-4に示す。 

３－２．鶴見川流域 

 鶴見川は東京都町田市を源流とし，横浜市鶴見区の東京湾に注ぐ 

 

 

一級河川である．

流域面積は235平

方キロメートルで

ある．鶴見川流域

は1965年以降の高

度成長期を通じて

急速に都市化が進

行した．1958年当

時には流域内の市

街地率10％，人口

45万人程度であった

が，現在では市街地率

85%，人口184万人に及

ぶ．鶴見川流域の市街

化変遷を図-5に示す． 

３－３．タイ国バンコ

ク首都圏域 

バンコクはチャオ

プラヤ川下流域

の河畔に開けた

タイの首都であ

り，アジアを代表

する大都市の一

つである．もとも

と浸水する地

域（氾濫原・デ

ルタ）での都市

化の進展と地

盤沈下により

洪水被害が顕

在化していた．

バンコクは

チャオプラヤ川

流域のデルタに

発展した都市で，

地形的には，上

述の中川・綾瀬 

 

 

図-1 総合的治水対策の概要 

（バンコク首都圏域を例にとる）
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図-2 中川・綾瀬川流域における地域区分 

の概念図 

図-3 中川・綾瀬川流域の急激な都市化 
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図-4 中川・綾瀬川における市街化変遷 
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図-5 鶴見川流域における市街化変遷
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川よりさらに低平地緩河川の流域である．総合治水計画の対象と

なったのは，バンコクの東・北郊外部の氾濫原・デルタ（約500平

方キロ）区域である.チャオプラヤ川の氾濫原およびデルタ地域を

図-6に示す．また，市街地拡大の様子を図-7に示す． 

４．総合治水対策の成果 

流域対策（非構造物対策）の基本的な考え方は浸水する地域の開

発を極力抑えることで洪水被害ポテンシャルを低減させるという

ものである．しかしながら，流域対策は鶴見川流域やバンコク首都

圏域においては，計画策定後も市街化が進行するなど十分に効果が

あったとはいえない．この問題は都市化の進展と密接に関係して生

じる．なお，ほぼ共通した流域対策を立てているにもかかわらず，

鶴見川流域と異なり中川・綾瀬川流域においては1995年現在（平成

７年）での市街化率が43％と比較的市街化が抑えられた．これは，

中川・綾瀬川流域には，農振法により開発を抑制される水田が多く

あったためと考えられる．逆に鶴見川は流域内に水田が少なく，丘

陵地（畑地，森林）がほとんどであったために，2000年現在で市街

化率が85％まで進行したと考えられる． 

河川対策（構造物対策）は河川改修や放水路・排水機場の整備，

遊水池等の設置などによる河川の流下能力の増大，河川の水の一時

的な貯留を目指している．実際の施設計画，整備に関してはそれぞ

れの流域の特徴に応じた対策が立てられている． 

中川・綾瀬川流域では上・中流域においては遊水地整備，下流市

街地においては浚渫による河川改修，放水路等の整備が行われた．

前述のように放水路・排水路及び排水機場が整備されるにつれて中

川・綾瀬川流域における浸水面積が減少している（図-8参照）．こ

のことから河川対策による効果が大きいと考えられる．鶴見川にお

ける河川対策の特徴は河川の大規模浚渫である．河道の浚渫と堤防

整備により，浸水面積は大幅に減少した． 

タイのバンコク首都圏域においては，グリーンベルト堤防による

外部からの流入水の浸入の遮断と，流域内からチャオプラヤ河への

排水ポンプによる効果が極めて大きい．バンコク首都圏における浸

水期間は総合治水対策実施前の約2ヶ月から対策実施後には2日間

にまで激減している（表-1参照）．市街化が進行しているにもかか

わらず浸水期間が短くなっていることから，治水に関しては河川対

策の効果が大きいと考えられる． 

５．比較・考察 

 本研究により得られた知見は以下の通りである． 

○３つの流域における総合治水対策において共通しているのは流

域対策と河川対策を総合化した取り組みである． 

○都心からの距離がほぼ等しく，基本的な考え方の同じ流域対策

（非構造物対策）がとられたにも係らず，中川・綾瀬川流域の市街

化率は43%（平成7年）に止まっているのに対し，鶴見川流域におい

ては市街化が85%（平成12年度）まで進んだ．これは中川・綾瀬川

流域には，農振法により開発を抑制される水田が多くあったためで

ある．都市計画法に

よる市街化抑制は

一定の役割を果た

したが，農振法ほど

ではなかった． 

○治水に関しては

河川対策による効

果が大きい． 

○効果に程度の差

はあっても，人口

急増地域において

は，洪水危険区域

での市街化を抑制

することにより被

害ポテンシャル

の増大を抑制す

る等の流域対策

と河川対策とを

総合的に講じる

治水対策が有効

であった．そし

てその総合的な

治水対策は，本

質的に今後市街

化が進む地域にお

いても有効である

と考えられる． 

○バンコク首都圏

域と同様の考え方

に基づく総合治水

計画がチャオプラ

ヤ川流域全域にお

いても検討されて

いる．今後その成

果等について考察

したい． 
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図-6 チャオプラヤ川氾濫原およびデルタ地域 

図-7 市街地の拡大 
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図-8 中川・綾瀬川流域における過去の洪水の際

の平均総雨量と浸水面積の比較 

表-1 バンコク首都圏域における洪水

による浸水期間の変化 

2日間1986年
3～4ヶ月1983年
2～3ヶ月1982年

2ヶ月1980年
浸水期間洪水年

2日間1986年
3～4ヶ月1983年
2～3ヶ月1982年

2ヶ月1980年
浸水期間洪水年

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-120-

2-060


